
爬虫類 

カミツキガメ （Chelydra serpentina） 

アカミミガメ （Trachemys scripta） 

ハナガメ （M. sinensis） 

ハナガメ×ニホンイシガメ （M. sinensis×M. japonica） 

ハナガメ×ミナミイシガメ （M. sinensis×M. mutica）   

ハナガメ×クサガメ （M. sinensis×M. reevesii） 

スウィンホーキノボリトカゲ （J. swinhonis）  

アノリス・アルグロス （Ａnolis allogus） 

アノリス･アルタケウス （Anolis alutaceus） 

アノリス・アングスティケプス （Anolis angusticeps） 

グリーンアノール （Anolis carolinensis） 

アノリス・ホモレキス （Anolis homolechis） 

ブラウンアノール （Anolis sagrei） 

ミナミオオガシラ （Boiga irregularis） 

タイワンスジオ （Elaphe taeniura friesi） 

タイワンハブ （Protobothrops mucrosquamatus） 
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形態的特徴

雄は背甲長 20 ㎝、雌は 28 ㎝、2.5 ㎏程度まで成長し、雌は雄よりもずっと大型になる。ミシシッピアカミミガメ、キバラガ

メ、カンバーランドキミミガメの 3 亜種が含まれ、日本の野外で見られる個体や、かつて流通していた個体のほぼ全てがミ

シシッピアカミミガメである。背甲は深緑色を基本として、黄色と黒色の縞模様がある。腹甲は黄色地に褐色の斑紋をも

つ。ミシシッピアカミミガメとカンバーランドキミミガメのオスは成長に伴い黒化し、幼体やメス成体と模様や色が異なる。

アカミミガメ

学名：Trachemys scripta
英名：pond slider

別名：ミドリガメ（亜種ミシシッピアカミミガメの幼体の呼称）

原産地と分布：アメリカ合衆国東南部からメキシコまで。日本を含む世

界各地に侵入、定着している。

分類：カメ目ヌマガメ科アカミミガメ属

未判定外来生物：なし

種類名証明書添付生物：アカミミガメ属の全種

及びアカミミガメ×クーターガメ属またはニシキ

ガメ属に属する種間の交雑により生じた生物

（R5.６.１より）

■亜種ミシシッピアカミミガメ

目の下から頸に向かう黄色の線が
目立つ。頸にも模様がある。

目の後ろの赤い
斑紋が目立つ。

ヤギのような
横長の目。

背面は深緑色を基本として、
黄色と黒色の縞模様がある。

腹面は黄色く、
褐色斑が並ぶ。

背面の後縁はいくらか
キザキザしている。

成体

【条件付特定外来生物】



特記事項：アカミミガメの黒化した雄がニホンイシガメや他のカメ類に間違われることがある。アカミミガメの雄成体は前

足の爪が細長く伸びるので、まぎらわしい個体を見た場合には爪を確認するとよい。

黄色い模様が消失して黒っぽくなり、
甲板が黒く縁どられる。

背甲の緑色は
鮮やか

写真提供：ミシシッピアカミミガメは自然環境研究センター、キバラガメ、カンバーランドキミミガメは川添宣広

■亜種ミシシッピアカミミガメ（続き）

黒化した雄成体
幼体（ミドリガメ）

目の後ろに赤い
斑紋

雄成体の
前足の爪は長い。

■亜種カンバーランドキミミガメ この亜種は他の亜種に比べると小型で、背甲長は21cm程度。

■亜種キバラガメ

目の後ろに大きな
黄色い模様があり
下方で頸の模様と
つながる。この個
体の模様はオレン
ジ色だが、黄色の
個体が普通。

背甲は黄色く、模様
はないか前方のみ。

目の後方の斑紋が黄色い。

腹面は黄色く、
褐色斑が並ぶ。

目の

後ろの
赤斑は
消失



形態的特徴

背甲長は雄で最大20 cm 、雌で最大27 cm。雌は雄よりもずっと大型になる。背甲は緩やかなドーム状に盛り上がり、背
甲の後縁はギザギザにならない。幼体では背甲に明瞭な３列の隆条（キール）があるが、成長につれて不明瞭となり、成

体では中央に破線状の１列を残すのみとなることが多い。側頭部から頸部にかけて８条以上の明色の縦条があること、

背甲の肋甲板及び椎甲板は暗色で、各甲板の中央部付近のみ明色となっていること等で他のイシガメ科カメ類と識別可

能。

ハナガメ

学名：Mauremys sinensis
英名：flower turtle
別名：タイワンハナガメ、フラワータートル

原産地と分布：台湾、中国南部、ベトナム北部

分類：カメ目イシガメ科イシガメ属

未判定外来生物：なし

種類名証明書添付生物：イシガメ属の全種

及びハナガメ×イシガメ科に属するその他の種

間の交雑により生じた生物

特記事項 ：東京都や名古屋市をはじめ、各地で逸出個体が確認されている。名古屋市などではクサガメやニホンイシガ

メとの交雑個体が確認されており、日本固有種であるニホンイシガメに遺伝的な攪乱をもたらしている可能性がある。

腹面は黄色く、
褐色の斑紋が目立つ

頸から頭部側面は黒と黄色の細いストライプ

頭頂部は帽子を被ったように黒い

クサガメ アカミミガメ

頸に黄色い模様があるが、
ハナガメより太くて不規則

頸に黄色い模様があるが、
ハナガメの模様よりも太い

眼の後ろが
赤いことが多い

全ての写真提供：自然環境研究センター



形態的特徴：ハナガメの特徴として、側頭部から頸にかけて黒地にクリーム色の細かい縦条があること、腹甲はクリーム

色で黒褐色の斑紋があること等が挙げられる。ハナガメとイシガメ属の他の種との交雑個体は、ハナガメの特徴を残しつ

つ、交雑相手の種の特徴を持つ。交雑個体は頸のしま模様が粗く、不規則になることが多い。

ハナガメとイシガメ属の交雑個体
（ハナガメ×ニホンイシガメ、ハナガメ×ミナミイシガメ、ハナガメ×クサガメ）

学名：ハナガメ×ニホンイシガメ Mauremys sinensis×M. japonica,
ハナガメ×ミナミイシガメ M. sinensis×M. mutica,
ハナガメ× クサガメ M. sinensis×M. reevesii

分類：カメ目イシガメ科イシガメ属

未判定外来生物：なし

種類名証明書添付生物：イシガメ属の全種

及びハナガメ×イシガメ科に属するその他の種

間の交雑により生じた生物

特記事項 ：名古屋市などでは野外でハナガメが確認されており、クサガメやニホンイシガメとの交雑個体も見つかってい

る。日本の野外でハナガメの繁殖は未確認であるが、野外で他の種との交雑が進行している可能性は否定できない。

全ての写真提供：自然環境研究センター

ハナガメ

頸は黒と黄色の
細いストライプ

左：ハナガメの腹甲
黄色く、褐色の斑紋が目立つ

右：ハナガメ×クサガメの腹甲
クサガメに似て黒っぽいが、
不明瞭な斑紋がある。

ハナガメ×クサガメの交雑とみられる個体ハナガメ×ニホンイシガメの交雑とみられる個体

クサガメニホンイシガメ

頸のしま模様がハナガメより
太く、線の数が少ない。

頸のしま模様が
粗い。



形態的特徴

全長は最大30cm程度だが、雌はやや小型で最大25cm程度。体型はキノボリトカゲ属としては標準的で、四肢が細長く、
尾が非常に長い（尾長は頭胴長の2～2.4倍）。日本在来種を含めたキノボリトカゲ属の他の種とは次の点で区別できる。
雄の成体は頸部から後肢の付け根よりやや前方まで淡黄色ないし淡橙色の縦条がある（縁は直線的ではなく波状とな

る）。喉に楕円形の白い斑紋が並ぶ。喉の中央部が橙色みや黄色みを帯びない、上唇板上部にキールの強い鱗が並ぶ。

口の中は暗色である。

スウィンホーキノボリトカゲ

学名：Japalura swinhonis
英名： Swinhoe's tree lizard, Swinhoe's japalura
台湾名：欺文豪氏攀蜥

別名：スインホーキノボリトカゲ

原産地と分布：台湾の固有種で、標高1,500 m以下のほぼ全域に分布

分類：有鱗目トカゲ亜目アガマ科

未判定外来生物：なし

種類名証明書添付生物：スウィンホーキノボリ

トカゲ

特記事項 ：神奈川県、静岡県、宮崎県に定着している。原産地では優勢な種で、標高の高い山地にも生息することから、

日本の各地に生息可能とみられ、注意を要する。

喉に白斑がある
体に緑色味がない

スウィンホーキノボリトカゲ 雄成体
口の中（口蓋）が黒い

オキナワキノボリトカゲ（在来種） サキシマキノボリトカゲ（在来種）

全ての写真提供：自然環境研究センター

在来種は体が緑色がかることが多い。喉に白斑がなく、口の中は淡黄色。



アノリス・アルログス 

学名： Anolis allogus 

英名： Bueycito anole  

和名：アノリス・アルログス 

別名・流通名：- 

原産地と分布：キューバ島（サパタ半島を除く）  

 

分類：トカゲ亜目タテガミトカゲ（イグアナ）科 

特記事項 ：キューバ産のアノールにはブラウンアノール（特定外来生物）、ナイトアノールA. equestrisなど、本来の生息

地外で定着した種が複数知られている。 

形態的特徴：暗褐色のアノール。平均頭胴長は雄54.8mm、雌で42.6mm。他種のアノールに比べて体サイズは比較的小

さい。後肢が長く、尾も長い。おもに樹幹から地上部を生息場所とし、木の幹や低木、地上付近の茂みや岩の上などに定
位していることが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アノリス・アルログス全身 

未判定外来生物：アノリス・アングスティケプス、グリーンアノール及

びブラウンアノールを除くアノール属（Anolis属）及びノロプス属 （ 

Norops属）の全種。 

種類名証明書添付生物：アノール属（Anolis属）及びノロプス属 （ 

Norops属）の全種。 

デュラップは橙色が強い 



アノリス・アルタケウス 

学名： Anolis alutaceus 

英名： Blue-eyed grass-bush anole、Monte Verde Anole  

和名：アノリス・アルタケウス 

別名・流通名：- 

原産地と分布：キューバ（フベントゥド島を含む） 

分類：トカゲ亜目タテガミトカゲ（イグアナ）科 

特記事項 ：キューバ産のアノールにはブラウンアノール（特定外来生物）、ナイトアノールA. equestrisなど、本来の生息

地外で定着した種が複数知られている。 

形態的特徴：体色は褐色で、淡褐色の背中線が入る。平均頭胴長は雄34.1mm、雌32.9mm。グリーンアノールやブラウン
アノール（頭胴長50～70mm ）より小型で、体型は細長く、後肢・尾ともに長い。体色には、多くの場合、同一個体群内に２

タイプがみられる（背中線が明瞭なタイプと不明瞭なタイプ）。おもに地上付近の低木や藪、草むらを生息場所とする。低
木や草本の枝や葉に定位することが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アノリス・アルタケウス全身 

未判定外来生物：アノリス・アングスティケプス、グリーンアノール及

びブラウンアノールを除くアノール属（Anolis属）及びノロプス属 （ 

Norops属）の全種。 

種類名証明書添付生物：アノール属（Anolis属）及びノロプス属 （ 

Norops属）の全種。 

鮮やかな青色の眼 

薄茶色 

淡褐色の背中線 

四肢と尾が長い 



アノリス・アングスティケプス 

学名： Anolis angusticeps 

英名： Cuban twig anole 

和名：アノリス・アングスティケプス 

別名・流通名：- 

原産地と分布：キューバ（フベントゥド島を含む）、バハマ

諸島。 

分類：トカゲ亜目タテガミトカゲ（イグアナ）科 

特記事項 ：キューバ産のアノールにはブラウンアノール（特定外来生物）、ナイトアノールA. equestrisなど、本来の生息

地外で定着した種が複数知られている。 

形態的特徴：褐色のアノール。平均頭胴長はキューバ産のもので37.6mm、バハマ諸島のもので47.7mm。グリーンアノー
ルやブラウンアノール（頭胴長50～70mm ）より小型である。他種のアノールに比べて短い四肢や短い尾を持ち、体表に
は樹皮のような細かい模様がある。細い枝先に定位してあまり動かず、枝にカムフラージュする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アノリス・アングスティケプス全身 

樹皮のような細
かい模様 

他種のアノールに比
べて短い四肢や短
い尾を持つ 

未判定外来生物：アノリス・アングスティケプス、グリーンアノール及

びブラウンアノールを除くアノール属（Anolis属）及びノロプス属 （ 

Norops属）の全種。 

種類名証明書添付生物：アノール属（Anolis属）及びノロプス属 （ 

Norops属）の全種。 

少し黄色味がかった
デュラップ 
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アノリス・ホモレキス 

学名： Anolis homolechis 

英名： Habana Anole、Cuban white-fanned anole  

和名：アノリス・ホモレキス 

別名・流通名：- 

原産地と分布：キューバ島、フベントゥ島、カナレオス諸

島、サンフェリペ島  

 

分類：トカゲ亜目タテガミトカゲ（イグアナ）科 

特記事項 ：キューバ産のアノールにはブラウンアノール（特定外来生物）、ナイトアノールA. equestrisなど、本来の生息

地外で定着した種が複数知られている。 

形態的特徴：暗褐色のアノール。平均頭胴長は雄53.8mm、雌で40.5mm。おもに樹幹から地上部を生息場所とする。木の

幹や低木、地上付近の茂みや岩の上などに定位していることが多い。日光浴をするが、地域によってはほとんど直射日
光が差さない林内に生息する場合がある。原産地であるキューバ島では低地から山岳帯まで広く分布し、あらゆるタイプ
の森林や二次林、プランテーション等に生息している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未判定外来生物：アノリス・アングスティケプス、グリーンアノール及

びブラウンアノールを除くアノール属（Anolis属）及びノロプス属 （ 

Norops属）の全種。 

種類名証明書添付生物：アノール属（Anolis属）及びノロプス属 （ 

Norops属）の全種。 

デュラップは白い 

眼の縁が鮮やかな黄色 
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